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ゴールデイング『紙の男」に見る自我と提

杉村泰教

Self and Law in The p，α.per Men by William Golding 

Yasunori S UGIMURA 

(昭和 63年10月31日受理)

For Wilfred Barclay， novelist， th:e law of the outer world is always in conflict with his 

closed self. He confines himself to the imaginary world filled with fantasy and 

hallucination. He hates his rigid ego being prised open by any external force， whether it 

is Man or God. Especially， Rick L. Tucker， bogus Pr噌ofessor，is an unbearable 

persecutor. Impatient to be appointed as Barclay' s official biographer， Tucker keeps on 

prying into the author' s private affairs. The more Barclay represses his secret self， the 

more he feels haunted by a series of its symbols. In other words， a chain of symbols for 

the repressed fact pursues him in the form of actual persons or objects; Rick Tucker， 

Halliday and others， a signed contract， as well as his manuscripts tucked in the chest. 

On the other hand， he has a hidden wish to expose his whole self to the symbolic 

world ruled by symbolic order or law. Barclay' s soul fluctuates between the rejection 

and acceptance of this law. His self句contradictoryfeelings caused by this fluctuation drive 

the plot of this novel. However， the propriety of the actual law， which is continually 

persecuting him in this novel， needs to be re-examined. 

I 

『紙の男Jl CThe Paper Men) ~ζ 登場する作家

Wilfred Barclayと大学の麗教授RickL. Tuckerは，

ともに社会の提を踏み外して行動する額向のある人

物である。二人は，どちらも棺手の弱点を知悉して

おり，その意味では，ともに相手の非道徳的行為を

牽制する「錠」としての役割を果たしている。しか

し，両者の自我は，それを認めず，互いに{告を排除

しようとする。このように，誌は，象徴的なものと

して彼らの自我(本能の世界，あるいは想録界)を拘

束しているが，彼らは象徴界を拒否して想録界にし

がみっこうとする。それはシンボルと事実の区別が

ない世界，即ち，妄想の世界であるol

然しながら，彼らの妄想の中には，既lζ排除した

「提J~c.賊従しようとする額向が明らかに認められ

る。 I提Jへの反抗と服従という互いに矛窟した二

つの流れが，この小説のプロットを推進する役割を

果たしているのである。ところで，乙の「提」は，

果たして妥当なものなのであろうか。

以下の考察は，乙のような観点、の下l乙行われるこ

とになる O

E 

Barclay にとって，彼の本能の世界，自我の世界

を拘束するのは，妻であり家族であり，とりわけ彼

の私生活lζ探りを入れようとす7る贋教授RickTucker 

である。 Barclayは，病気の妻を顧みず，娘とも，ろ

くに顔を合わせたことがない。彼の秘密を探り出そ

うと家の外のごみ箱を引掻回すTuckerを穴熊と間

違えて空気銃で撃ち，傷を負わせたりする O どこま

でも執劫に食下るTuckerを，彼はあらゆる手段を講

じて排除しようとする。

一方， Tuckerのほうも明らかに社会的な枠を越え

て，この作家に接近している。 Barclay~乙信分の妻

を貸し与えて，この作家の伝記を書く承諾を得ょう
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としたり，濃霧の中で， Barclayを壊れた手摺へ導

き，撞か数フィート下の草地iζ転落しかけると，そ

こを絶壁と思わせて救助し，思を売ろうとしたりす

る。 BarclayもTuckerも，ともに相手の悪事を牽制

する意味で r挺j として作用している O
こ乙で，乙の両者の行動を規制している f提Jの

性質を考えてみよう。 ζの二人は，ともに相手の行

動の自由を奪い，思うままに相手を支配しようとし

ている。それゆえ，もし彼らが， r旋」として互い
に他の行動を規制するとなれば，これは極めて妥当

性を欠いた「錠Jと言えよう。それは，相手の自由

を束縛して快楽を味わうものであったり，相手を必

要以上lζ見下げて鍾越感lζ浸るものであったりする。

と乙ろで，彼らは， r提Jを否認する一方，それ
に従おうとする傾舟もある。然るに， r提Jが妥当
性を欠く場合，これに従うことは，自己を卑下して

富目的i乙「提」の前にひれ伏す以外，方法がないo

f提jを心から承服するのではなく，無理矢理，自

分をその中に閉じ乙め，その苦痛によって，ある種

の快楽を得ているのである。例えば， Barclayが，

あまりにもしつ乙くつきまとうTuckedζ犬の仕種や

鳴き真似を強いる場面がある。 Barclayは，相手を

愛玩犬と見なして楽しもうとしている訳である。一

方， Tuckerは.Barclayの銅し、犬lとされることに増

悪のみならず，ある種の快感を味わっている乙とは

確かで、ある。被は，自分が本当lζ犬になったような

妄想に陥り."Yap yap"と鳴きたてる。また， Barclay 

のほうも，時折，告白夢iζ襲われ，その中で，彼は

体内深く食い入った寄生虫を除去する治療の痛みlζ

苦痛と快感の入りまじった複雑な感情を抱く。

But-and here the patchiness comes in-I got 

into a nursing home somehow. l' d had a vivid 

encounter with the red hot worms under my 

carapace and a nice female doctor got them 

out of me through various chinks which she 

demonstrated by showing me a live lobster 

from the fish .market and then again sometimes 

1 think 1 dreamed the who1e thing. Of course， 

she 1eft the heat inside me but 1 thought 1 could 

put up with that.2 

られる。 JacquesLacanは，シニフィアンの綻びに

よる乙のような想像界の異常な増大が，妄想を発獲

させ，ひいては精神病の発現に至ることを指摘して

いる。シニアイアンは，決して単独で存在するもの

ではなく，一貫した連鎖をなしているので，一つの

シニフィアンが欠けると「つづれ織り(タピストリ

ー)の緯糸を一本一本抜いていくような連鎖的な崩

壊Jをもたらす。乙れが妄想と呼ばれるものであるJ
このような閉塞した自我は， ~ 、わば“theego trap"で

あり，そ乙にいったん陥ると Barclayのように，死

ぬまで出られない乙ともある。4

Barclayの友人 Johnnyはパ、みじくもBarclay

を外骨格(“exoskeleta1")をもった生物iζ響える。

“Y ou see， you are what biologists used to 

call exoske1etal. Most people are what they 

called endoske1eta1， have their bones inside. 

But you， my dear， for some reason known 

only to God， as they say of anonymous bodies， 

have spent your life inventing a skeleton on 

the outside. Like crabs and 10bsters. That's 

terrib1e， you see， because the worms get inside 

and... they have the place to themse1ves. 80 

my advice， seeing you're going to make me a 

10an and noblesse oblige et cetera， is to get 

rid of the armour， the exoske1eton， the 

carapace， before it's too late." (p.114) 

Barclay にとって r提Jは，常lζ，乙の自我の
回い甲羅の外側iζ存在している。 一方，内骨格

(“endoskeletal" )とは，提が内面化された状態の

乙とである。ところが，彼の妄想の中に現われる女

寵は，彼の甲羅をタ同〉ら突き破って，中の寄生虫を

駆除しようとしている。甲羅を除去するのではなし

そのままにして，外から「提jを注入するのである。

その痛みに耐える Barclayは， r錠jを内面化した
のではなく，一方的lζ服従して，自由を奪われた状

態に満足しているのである。 r提jは，相変らず外
骨格の外にあり，自我と対立したままである。

「提Jをこのように捉え 乙のような服従の仕方

に満足するかぎり， r提」に反発する傾向と服従す
る傾向とが，妄想の中でいつまでも対立葛藤し続け

乙の寄生虫("the red hot worms under my る乙とになるo

carapace" )は，自我の甲羅の下i乙巣くって魂を蝕

み続ける存;在である O 乙の虫は，魂の象徴秩序を較

し，象徴的なもの(シニフィアン)に穴をあけて，

想像界の領域をますます拡大させてゆくものと考え

平成元年 2月
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「提JIζ反発する{頃舟は，それを行使する他者の

犠牲になる乙とを拒否し. r提JIζ従う傾向は，逆
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iこ，他者の享楽の犠牲になることによって， .g.痛の

中l乙自らも快楽を追求する。 BarclayとTuckerに

とって， I提」は享楽と結びついているのである O

これは，神の誌についても同様である。 Barclayはヲ

神をも，この享楽のiiIiから眺めている O 彼がラ寺院
の翼廓l乙足を踏み入れヲキリストの胸像に出くわし

た時，不意lこ襲った白昼夢の中で，彼は神lこ踏みに

じられヲ破壊され，終には失禁してしまうのである O

It was in the north transept. It faced me 

across the whole width. It was a solid silver 

statue of Christ but somehow the silver looked 

like steel， had that fright'ening suggestion of 

blue. It was taller than 1 am， broad-shouldered 

and striding forward like an archaic Greek 

statue. It was c工、ownedand its eyes were 

rubie's or garnets or carbuncles or plain red 

glass that flared like the heat in my chest. 

Perhaps it was Christ. Perhaps they had 

inherited it in these parts and just changed 

the name and it was Pluto， the god of the 

Underworld， Hades， striding forward. 1 stood 

there with my mouth open and the flesh 

crawling over my body. 1 knew in one 

destroying instant that all my adult life I 

had believed in God and this know1edge 

was a vision of God. Fright entered the very 

marrow of my bones. Sur、rounded，swamped， 

confounded， all but destroyed， adrift in the 

universal intole1'ance， mouth open， screaming， 

bepissed and beshitten， 1 knew my make1' an:d 

1 fell down. (p.123) 

神の前で糞尿lこまみれるという 9 卑屈でグロテス

クな行為の裳iζ ， r神lこ子供を贈るJという意味が
i語、されていることは，既iζFreudIζよって指摘され

ている o Freudの説によれば，これは，神によって

去勢をうけ，女として字まされた結果であるという3
神の提は，自他ともに，享楽の「提 jとして作用し

ているのである O 同じことは，その後のBarclayの

手足の，得体の知れない激痛についても言える。

彼は，この痛みを「竪痕J(" stigmata") と称して 9

密かに誇りを感じている。

“Y ou will find this difficult to believe but 1 

suffer with the stigmata. Yes. Four of the 

five wounds of Christ. Four down and one to 

go固 No. You can't see the玖lounds，unlike 

with poor old Padre Pio. But 1 assure you my 

hands and feet hurt like hell-or should 1 say 

he'1主ven?"“ don't think-"“Y ou don' t think 

people民主eme shou1d claim such distinctions? " 

He was looking 1'ound in a wor1'ied manne1' 

as to find a really good shrink 

to recommend. Perhaps he would give me the 

name and address of his own.“Come， vicar. 

Don't you find it remarkable?" “You a1'e 

serious?" “Otherwise you'll be off again to 

those publicans and sinners?" “Oh no. 01' 

rather-you αre .serious?" “1 shoulb be! At 

times they hu1't like he11." He looked closely 

into my face. “Y ou must be very proud of 

them." (pp.187-88) 

的にみて，苦痛は，それがいかに長いもの

と考えられようとも 9 その終末iこは快感がある O 8 

Bar句clayにとって錠の厳しさは，結局のところ

と結びっくのである。

Ba1'clayの固い甲羅の下にある魂は 9 虫が食い

進むにつれて 9 ますます想像界を増大させる。それ

は既l乙，その一部が象徴化されて草稿となり 9 彼の

貴重品箱の中lこ揺されているO 彼を取巻く人物た、ち

は，揃ってラこの想録界の象教化を求めて甲羅を

破し，彼の魂の中lこ{受入を図る O この意味で，彼ら

はすべて提を行使する他者である O 援は， Barclayの

想像界をことごとく象徴化しようとするが 9 彼は 9

この象徴化を必死に妨げようとする。即ちヲ彼の魂

のシニアイアンをなんとかして持圧しようとするの

である O

ところが 9 シニアイアンは，いくら抑圧されでも

無限に連鎖を形成して復原する性質ーがある。7例えば

Barclayの伝記を書く承諾のサインを求めてもlcker

が持ち歩く契約書は 9 拒絶されるたびごとに姿，形

を変えて，どこまでも Barclayを追いかける O この

契約書は， Barclayが覆い隠、している魂を隅々まで

象徴界の中にさらすものである。つまり， ζの紙き

れは，彼が必死で隠、蔽している心の内輿のシニフィ

アンなのである。追跡は，最初， Tuckerがレスト

ランのメニューの上にさりげなくサインを求めるこ

とに始まり，彼の妻MaryLouの身体と引き換えに

契約書の著名をそそのかしたり，自ら犬の芸当まで

演じて署名を嘆顧することにまで発展する。しかし，

Tuckerが，し、かなる策を弄しでも， Barclayはサ

秋田高等研究紀要第 24号
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インを拒み， *冬lこは，“You'renot going to write 

that particular biography. I' m going to write it 

myself-" (p.182)と断言する。このことばに， Tucker 

は逆上 L，仲裁に入った人間まで巻きこんでラホテ

ノレの中で大乱開となる O 契約書の件は，これで完全

に小説の務台から姿を消したかに思われたがラシニ

ブィアンは，またしてもBarclayを擦獲する O それ

は，彼が書きj留めであった彪大な議の手記や

ある O シニブィアンを永久に持圧するためには，こ

れらの書類をすべて焼却する必要がある。)11縁に

み上げられた書類の山は，日下，タイプライターを

打っている草稿(この小説)が完成すればラ灯油を

かけて燃やサつもりである O この革稿だけは， Thcker 

への同情の気持もあってヲ最後に彼lζ手渡されるこ

とになっている。ここで， Barclayは，拒絶したシ

ニフィアンlこ再び拘束されているのである O 目先lζ

狂した Tucker は， Barclayを対岸から狙撃するの

で，この草稿は，狂った Tuckerの手には渡らない

かもしれないが，今度は，河原lこ積みヒげられた

類のJJIがヲ公衆の面前にさらされる危険性がある。

いずれにしても， Barclayは，シニフィアンから解

放されることはない O

W 

最後に Barclayの内面生活を規制する捉につい

て若干'0)考察を加えてみたい。 Ifl羅の比輪でも明ら

かなように，彼にとって綻はいつも外側から押しつ

けられるものであり 9 内面化されるものではない O

彼が提iこ従う場合，それは，あまりにも卑屈であっ

たり，自虐的であったり，不自然であったりする。

提は 9 一度も心から承服されたことがない oBar令clay

が生来，無法者の作家であるという事実は認めると

しても，彼をしつこく追跡する Tuckerと，その妻

Mary Lou， その背後で糸を引く Halliday等lこ代表

される秘密結社のメンバーは， Barclayを迫害する

ことによって生き甲斐を感じている人物ではなかろ

うか。彼らが従っている f提」は，いわば享楽の「提j

ではないのか。このような「提JIこBarclayが服従

する時，彼もまた，自他ともに 9 いかなる苦痛らす

べて享楽の手段とする人物になるだろう O 彼にとっ

て，神の提すら，享楽の「提jの延長上にあること

は，既に述べたとおりである 8

一方，彼がこのような f提JIこ反発するとすれば，

これと正反対の「錠J，例えば， Kantの「無上命

令J(“Kαtegorischer Imperativ") における f自他

一切において，人間を常lζ等しく目的として取扱い，

平成元年 2月

決して単に手段として取扱わぬように行動せよoJの
ような別の誌に従わざるをえないであろう O 9 

しかし，いずれの提も，被を外側から命令の形で

拘束することに変りない。ここに再び，彼の“carapaω"

が関係してくるのである。10 前者の提に従えば，甲

羅から中身をさらり出さねばならず，後者の錠lζ従

えば，甲羅は一層固く閉じられるであろう O 前者の

は，象額界iζ参加するので，妄想からは解放さ

れるかもしれないが，東てしなく悪lζ発展する可能

性があり，後者の場合はラ善lζ向かうかもしれない

がヲ想録界iこ閉じ罷って妄:聞に陥る危険性がある。

彼が妄想から解放されラしかも善に向かう道があ

るとすれば，それは“caτapace" の除去であり，内

部に援を告ら作り上け司ることであろう O 彼の友人

Johnnyのことばを借りれば， I内骨格をもった動

物こ変身することである O

注

「提j とは，要するに象徴化のことである。

Jacques Lacan によれば， I捉」は，初めからそこ

にあるものであり，起掠などを問うことはできない。

象徴北ラ lillち「錠Jこそがヲ人間において第一義的

な役割を巣たしているという O 入閣の「性JもJ詫j
を通して実現されざるを得ないのである O ジャック

@ラカン『精神病(上)JI，小出i浩之@鈴木関文.)11 

津芳照@笠原嘉訳(東京:岩波書自， 1987)， P ・137

参照。 つIj，想像界とは，感覚， ，t青動，概念など種

々雑多なものが，とめどもない連続継起とな eってつ

ぎつぎと重なり合い，積み重なり，あふれ出てくる

場所である O そこでは，人は，自分自身の内的心象

からJi!e離をと才Lなくなる。 AnikaLemaire， Jαcques 

Lαcan. trans. David Macey (London: Routledge 

& Kegan Paul， 1982)， pp.60-61.なお，邦訳として，

A. )レメーノレ fジャック@ラカン入門J，長悶興禅訳(東

京:誠告書房， 1983)， pp.90-92参照。ラカンによれば，

この想像的なものは，それを象徴的連鎖に関係づけ

ない限り，事実上，何も言うことができない。想、{象

的なものが言表可能なものとなるのは，意味する連

鎖のなかにつながれる限りにおいてである O ジャン

エミシエ jレ@パjレミエ fラカン 象徴的なものと想、

{象的なもの-J， 岸田秀訳(東京:青土社， 1988)， 

pp.5ふ55参照。

2 W illiam Golding， The Pαρer Men 

(Loロdon:Faber and Faber， 1984)， pp.117-18. 間

は，すべてこの版により，引用文のあとにはペー

ジのみ記す。
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3 ラカン『精神病(下)J p.78，及び問書(上巻)

p.145参照。

4 G. V. Raj， " W illiam Golding' s The 

Pαρer M en: Dialectics of Desacralization，" in 

Williαm Colding: Aη Indian Resρonse， ed. 

Satyanarain Singh， Adapa Ramakrishna Rao， 

Taqi Ali Mirza (New Delhi: Arnold-

Heinemann， 1987)， p.130. 

5 Sigm und Freud，“From the History of 

an Infantile Neurosis" in The Stαndαrd Edition 

of the Complete Psychological Works of 

Sigmund Freud Vol. XVII， trans. James 

Strachey (London: Hogarth Press， 1981)， p.83. 

6 Jacques Lacan， Ecrits (Paris: Editions 

du Seuil， 1966)， p. 774.邦訳『エクリIIU佐々木孝
次・梅老原英彦・芦原巻共訳(東京:弘文堂，

1984)， p.269参照。

7 I抑圧j について，ラカンは次のように語る。

抑圧とは，象徴的連鎖の水準では何かがうまくし、か

ない場合lζ起乙る O 言い換えれば，提に堪えられな

いという場合である。このようにして行為やディス

ク、ールや行動によって抑圧が行なわれる。それでも

なお，象徴的連鎖が底流に流れ続け，要求し続け，

その債権を主張し続ける。これは，神経症の症状を

介して続けられる。抑圧が，神経症の領域に属する

といわれるのは，乙のような点なのである。(傍点

筆者)ラカン『精神病(上)J， p.138参類。
8 Goldingは，しばしば，神の錠が享楽と結び

ついて，残酷な面を見せる場面を描く o S. J. Boyd 

l乙よれば， Barclayの出会った神は，悪の化身であ

り，“cruel， sadistic devil"である。 S. J. Boyd， 

The Novels of Williαm Golding (Sussex: 

Harvester， New York: St. Martin' s Press， 1988)， 

191山95. また， Don Cromptonは， Barclay Iζは，

キリスト教的価値観の倒錯，即ち， “Evil be thou 

my good." があるという。 Don Crompton， A 

View from the Spire: William Golding's Lαter 

Novels (Oxford: Basil Blackwell， 1985)， 

pp. 160-61. 

9 ラカンによれば， Kantが「提のための提J

という彼の主意主義を通用させたのは，キリスト教

が人間を「神」の享楽の面にほとんど呂を向けない

よう教育をしてきた結果である。 Ecritspp.772-73. 

邦訳『エクリIIUp.267参照。
10 James Gindinは “crab"や“lobster"のよ

うな甲殻類のイメージが Pincher Mαrtinなど

Goldingの他の作品にも一貫して見出されることを指

摘している o James Gindin， Williαm Golding 

(London: Macmillan， 1988)， p.86. この種のイメ

ージは， Goldingの思想の展開に重要な役割を果た

していると思われる。
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